
３月1日午前9時　～　３月10日午後5時

令和6年度 第12回

あまがさきＷＥＢアンケート

結果集計

【テーマ】

消防団・救急について

【実施期間】



市外
その他

114 4.4%
26 1.0%

園田 400 15.6% その他 0 0.0%
武庫 268 10.4% 家庭用ゲーム機 0 0.0%
立花 808 31.5% スマートテレビ 1 0.04%
大庄 237 9.2% タブレット 31 1.2%
小田 425 16.6% パソコン 163 6.3%

居住地区 回答に使用しているデバイス（機器）
中央 289 11.3% スマートフォン 2,372 92.4%

80～ 23 0.9% その他 46 1.8%
70代 250 9.7% 無職 331 12.9%
60代 591 23.0% パートアルバイト 538 21.0%
50代 841 32.8% 公務員 159 6.2%
40代 542 21.1% 主婦・主夫 474 18.5%
30代 269 10.5% 自営業 130 5.1%

61.8%

20代 38 1.5% 会社員 868 33.8%

年代 職業
～19 13 0.5% 学生 21 0.8%

目　的

　尼崎市内に在住・在勤・在学の方々を対象にアンケート調査を実施することにより、市民の皆
様のご意向やご意見を迅速に把握し、その結果を施策・事業の発案や見直しを検討する際の材
料として活用することとしています。

回　答　者　属　性

回答者数 2,567 人

性別
男 925 36.0%

その他 6 0.2%

回答しない 49 1.9%

女 1,587
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※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

［n=2,567］

［n=2,567］

［n=2,567］

［n=2,567］

［n=2,567］

［n=2,567］

2,362

いいえ 2,285 89.0%

いいえ 1,191 46.4%

Q8： 消防団員入団促進ラッピングバスが運行していることを知っていますか？
はい 282 11.0%

いいえ 1,672 65.1%

Q7： 消防団員が減少していることを知っていますか？
はい 1,376 53.6%

いいえ 2,352 91.6%

Q6：
災害現場だけでなく、このような活動（消防団機械器具点検、消防団ポンプ操法大会、企
画広報分団の活動）をしているのを知っていますか？
はい 895 34.9%

92.0%

Q5： 入団方法を知っていますか？
はい 215 8.4%

いいえ

Q3： 消防団に興味がありますか？

はい 1,178 45.9%
いいえ 1,389 54.1%

［n=2,567］

［n=2,567］

Q4：
はい 205 8.0%
いいえ

Q2： どんな活動をしているか知っていますか？

令和6年度 第１２回

Q1： 尼崎市消防団を知っていますか？
はい 1,967 76.6%

入団資格を知っていますか？

はい 938 36.5%
いいえ 1,629 63.5%

23.4%600
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※主な意見

※単一回答　（※入力必須）

※複数回答

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

［n=2,567］

［n=773］

［n=2,567］

いいえ 1,083 42.2%
［n=2,567］

減少傾向 199 7.8%

Q13： 救急車がみなさんのところに到着する時間が年々延伸傾向であることをご存じですか？
はい 1,484 57.8%

［n=2,567］

Q12： 今後、救急件数はどう推移していくと思いますか？
増加傾向 1966 76.6%
横ばい 402 15.7%

Q11： 救急件数が３年連続で過去最多件数を更新したことをご存じですか？
はい 827 32.2%
いいえ 1,740 67.8%

救急車が配置されている署所が8か所であること 76 9.8%
救急車到着時間が約8分であること 156 20.2%

その他 8 1.0%
ウソのような救急要請が実際にあること 322 41.7%

Q10-2： 「はい」と回答された方にお伺いします。印象に残った項目を選択してください。
救急件数が過去最多件数となっていること 380 49.2%
救急車が10台であること 250 32.3%

ボランティアで市民のために頑張ってもらっているイメージ。
仕事との両立が大変だと思う。
地域密着のイメージ。

Q10： 令和６年９月号の「市報あまがさき」において『救急特集ページ』をご覧になりましたか？
はい 773 30.1%
いいえ 1,794 69.9%

Q9： 消防団はどんなイメージですか？（自由記載）
地域の方が定期的に集まって、消防局のサポートをするようなイメージ。
多くが高齢者であり、若い人が少なくなっているイメージ。

救急車1台当たりの出動件数が全国2位であること 242 31.3%

令和６年４月より救急件数増加に対応するため、
日勤救急隊が暫定的に稼働したこと

65 8.4%

15分に1件、救急車が出動していること 213 27.6%
救急搬送されたの半数以上が軽症であること 226 29.2%
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※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※単一回答　（※入力必須）

※主な意見

［n=2,567］

［n=2,567］

［n=2,567］

Q18： 市の消防・救急に関するご意見をご自由に記載してください

Q16： 救急車の適正利用の広報動画やポスターを目にした事がありますか？
はい 1,577 61.4%
いいえ 990 38.6%

機会があったが、実際には行えなかった 101 3.9%
機会がなかった 1414 55.1%
救命講習を受講したことがない 617

救急車の利用は本当に必要な人が利用すべき。
救急かどうか判断に迷う時に、24時間相談出来る窓口があればいい。
救命講習をもっと受けやすくしてほしい。
適正な利用についての広報活動をもっと行ってほしい。
日々市民のために尽力してくださり、本当に感謝しています。

Q17： 休日夜間の急病時に、休日夜間急病診療所を利用したことがありますか？
はい 1,785 69.5%
いいえ 782 30.5%

24.0%

いいえ 857 33.4%
［n=2,567］

Q16：
これまでに救命講習で受講した手技（心肺蘇生法や止血法など）を実際に行う機会があり
ましたか？
機会があり、実際に行った 435 16.9%

いいえ 388 15.1%

Q15： これまでに救命講習を受講したことがありますか？
はい 1,710 66.6%

［n=2,567］

Q14：
心臓が止まっている人に救命処置を行いながら救急隊がくるのを待つのと、何もしない
で待つとでは、救命の可能性が２倍程度違うことをご存じですか？

はい 2,179 84.9%
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